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一人ひとりの子 どものニーズに柔軟に対応 し、本人や保護者の希望が大切 にさ





　現実に子 どもと接 し保育をする中で 「行動が衝動 的」、「集団生活になじみに























　障害 と判定されないまでも、集団の中で問題 を抱えて生活 していると思われ
る子どもを、「気になる子 ども」 として取 り上げた。未受診であるが、あきらか
に定形発達の子 どもとは異なる育ちをしている。
　平成19年度、H市6か 所の保育所において、3歳 児～5歳 児の気 になる子 ど















気 になる子 どもの対応だけに疲弊 し、自己の子育てに自信をな くして しまう。
また、「良 くなるように」「子 どもが問題を起こさないように」 との思いか ら、
子どもを叩 くということが しつけととらえ、繰 り返 し子 どもを虐待 して しまう
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(千葉2005)。気になる子 どもとその保護者 とどう向き合い支援 してい くかが、











脳性麻痺 18 16 28
精神遅滞 78 70 88
自閉症 精神遅滞なし 87 116 113
精神遅滞あり 69 96 109
LD　AD/HD 15 12 7
言語障害 14 18 15
後遺症 3 3 5
神経筋疾患 一 6 4
染色体異常 一 12 7
診断未確定 19 4 一
正常 5 1 一
その他(含 む親の治療) 8 11 5
計 316 365 381
*2006年に合併 し人口の変動あ り















保育者が集団生活で子どもの様子を伝 えて も、理解 してもらえない。子 どもの





　そ して、わが子が問題を持っているとは言われた くない、大 きくなるまでに
何 とか したい と、厳 しくしつけた り、体罰で育てた りしている保護者が多いの
が現状である。
　 さらに、保育者 もその子を認め られず、「わがままな子」、「迷惑をかける子」
ととらえて保育を進める。そして、保育者は何度注意 しても同じことを繰 り返
す子どもの行動に、「自分の保育が未熟でいたらないからだ」、「このような子ど































のに要求されたことやルールが理解で きず友達 との トラブルが多い。 自分の思
い通 りに動こうとするので友達 との衝突が絶えない。殴る、蹴 る、噛みつ くな
どの暴力をふるって しまう。自分の感情をコン トロールするのが苦手で、食事





　 A児は4歳 児から入所。絶えず動 き回り落ち着かない。





































い厳 しく注意 した りする。また反対に、子 どもが泣 き叫んでも制止できず根負
けして子どものいいなりになっている保護者もみえられる。親が期待 している











　 また、その対応が適切であるか専門機関との連携 を持ち確認し合 う。地域保
健師と連携 し、親に子育て方法をわか りやす く伝えてい くことで、子 ども自身
の戸惑いが軽減されると考える。保育現場で試行錯誤しなが らその子の発達に
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応 じた保育を進めるための実践を重ねてきた。それ らの一部を事例 としてあげ
る。
5　課題解決への取 り組み
　気になる子 どもは、 ときとして二次的障害(自 信の欠如、情緒不安定など)
に陥ることがある。一 日の大半を保育所で過ごす子どもに、 もし、その感情 を
植 え付けているとすれば、保育者がその子を理解 し、気になる子 どもの立場に





・どんな ことが得 意で、 どんな ことが苦 手なのか
・その子 はなぜ 、そ うい う行動 をするのか
・なにに困っていて、 どんな ことが理解 で きていないのか　な ど
　気 になる子 ども一人 ひ と りにつ いて、保育者 間で意見 を出 し合 い、話 し合 っ














　 しかし、その中で 日々成長 してい く子 どもたちの発達保障をするために、問




手順を書いたカー ドを用意 し、「次は手を洗います」、「給食を食べ ます」などの
例を絵で示 した。
　ゲームをするとトラブルを起こす子 どもには、以下のような約束を壁に貼った。
罰「:揮 二揺.珂 計 北 占',」り
　 .,∫・,r一き 乱 ・川 り















　座る(落 ち着 く)こ とでその子にとってその行動が どのようなプラスにつな
がったかを考え、多動な子 どもを座 らせることだけがプラスと取るような保育









しいか どうかを常に確認 しなが ら進めてい くためには、専門機関や保健師との
連携は欠かせない。市の巡回相談を活用 し、保護者と密接 に関わることができ
る保健師と話 し合いを持ち、今後の方向性 を相談した。







　保護者が専門機関で受診 し、わが子を理解 し受け入れることで、子 どもの情
緒が落ち着 くケースがある。発達障害が軽減されるわけではないが、パニック
を起 こす回数が減 り、少 し落ち着いて保育者や友達の話を聞くことができるよ
うになった子 もいる。
　わが子の障害を認められない保護者であって も、親子関係が良好であること
で、子 どもの情緒の安定 につながる。親 と子の良好な関係作 りを援助す ること
も保育者の役 目である。障害の有無にかかわらず子 どもにとって共通の問題や






話 しかけたら、上手にできたんですよ」 と、叱 らない子育ての方法を知 らせて
いく。 また、保護者の悩みを聞いて、「一緒に考えてい きましょう。保育所で も






負担が大 きい。また、クラスの子どもたちが尊重 し合 う関係を作 り出す保育は、
発想の転換や他者支援、物的支援が不可欠である。乳幼児期だけでなく成人期
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までを見通 した支援課題を把握 し、専門機関と連携をとりなが ら、一人ひとり









共に適切な指導へ とつなが り、二次的障害(自 信欠如 ・情緒不安定 ・思春期 ま
たはその後の精神疾患)も 軽減で きる。5歳 児検診を実施し発達障害の早期発
見や早期支援、保護者への告知及びその後の長期的なフォロー体制が急がれる。
おわりに
　 当初、研究を進める上で客観的なデー ターを取 ることも検討 した。例えば、
ビデオ解析 し、回数、時間などか ら離席率を数値化 して比較検討することなど
である。 しか し、子 どもの着席が、意味のある着席であ り、能動的に参加 して
いることがわか らなければならない。無理強いした活動では意味がないのであ
る。自由な遊びの中で子 どもの活動をとらえ、多動の子 どもと一一緒 に動 きを楽
しむという視点が大切なことが事例研究を進める中でわかってきた。
　幼児期で必要なのは、保育所に自分の居場所があって保育所は楽 しい ところ
だ、友達 と一緒に遊び、 自分は認められているんだ、 自分もで きるんだ、大丈
夫だという自尊感情 を育むことである。目の前にいる子 どもを理解 し、その子
の発達に応 じた保育を創造する。安定した発達環境を創造することが、 自尊感
情の育成を促 し、すべての子 どもに通じる普遍的なものだと信 じている。
　保育現場で気になる子 どもとの関わ りは、保育者が適切 になればなるほど保
護者の思いと乖離することがある。 しか し、保育者 としての専門性 を発揮 し、
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子 どもが生活 しやすい状況 を常 に考 えてい きたい。
　本研 究 はH市 の6保 育所 の事例研 究か ら始 まった。 ご協力 いただ いた保 育者
のみ なさまに感謝い た します。
　　　　　　 *日 本保育学会第61回大会 において口頭発表 した もの を基 にした。
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